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＊ 50mm バンベルヒ子午儀による天文経緯度測量論文 3 点発見 

アーカイブ室新聞 175 号に「50mm バンベルヒ子午儀の創意工夫について」という記事を

書き、この 50mm バンベルヒ子午儀については文献が見つからず素性が知れないままなっ

ていると書いた。そこで東京天文台報を 1号から片っ端から調べ、以下の 3点の論文を見

つけた。この 50mm バンベルヒ子午儀を用いた天文測量が 1938 年～1940 年にわたって行わ

れていた。この子午儀はもっと古い時代に活躍したものと思っていたが、意外であった。 

１） 東北地方太平洋岸に於ける三地点の天文経緯度（1938 年測定）：水野良平・佐藤

友三・篠原武庸：東京天文台報第 7巻第 3冊（第 27 号）昭和 15 年 3 月 20 日 

２） 伊勢湾沿岸附近に於ける三地点の天文経緯儀（1939 年測定）：佐藤友三・篠原武

庸：東京天文台報第 7巻第 3冊（第 27 号）昭和 15 年 3 月 20 日 

３） 樺太本島に於ける 3 箇所一等三角点の天文経緯度（1940 年測定）：佐藤友三・篠

原武庸：東京天文台報第 9巻第 1冊（第 33 号）昭和 17 年 4 月 

 使用した観測器械に関する事項は次のように書かれており、50mm バンベルヒ子午儀・

No.77261 である。 

 

 ２）、３）の論文もこの 50mm バンベルヒ子午儀で観測したとある。「三鷹市星と森と

絵本の家」の展示に使用するに当たって、どのように使われたか素性の知れないことが気

になっていたが、学術論文に使用されたデータを生み出した望遠鏡であったことが判明し



たことは何よりであった。写真 1 がレンズのきれいな 50mm バンベルヒ子午儀、写真 2 が

シリアルナンバー部の写真である。 

 

         写真 1 レンズもきれいな 50mm バンベルヒ子午儀 

      

           写真 2 シリアル No.77261 の刻印 


